
 

入札（開札）結果 hp122  

 

 入 札 （ 開 札 ） 日 令和8年1月28日 

工 事 名 笈入橋ほか４橋橋梁補修工事 

施 工 場 所 石巻市和渕字笈入ほか４字地内 

種 別 土木Ａ（総合評価） 

概 要 

 

橋梁補修工事  N=5橋 

 笈入橋 橋長    L=14.2m 

  塗装塗替工     A=56㎡ 

  伸縮装置取替工   L=16.5 m 

 〆切橋 橋長    L=13.3m 

  断面修復工     N=1構造物 

  伸縮装置設置工   L=13.2m 

 保育所前橋 橋長  L=5.3m 

  橋面防水工     A=33㎡ 

  ひび割れ補修工   N=1構造物 

 １１号水路橋 橋長 L=12.4m 

  舗装補修工     A=29㎡ 

  伸縮装置補修工   L=6.4m 

 舟入橋 橋長    L=6.0m 

  塗装塗替工     A=33㎡ 

  ずれ止め緩衝工   N=84個 

 

工 期 令和8年2月17日から令和8年3月31日 

契 約 者 
宮城県石巻市蛇田字新沼向前15番１ 

㈱伊藤土建 

予 定 価 格 60,695,000円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

調 査 基 準 価 格 54,171,942円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

 

 

（単位：千円） 

№ 入札参加者 第１回 第2回 摘要 

1 ㈱伊藤土建 54,000  落札  

2 桜井建設工業㈱ 60,690    

3 重吉興業㈱ 55,240    

4 ㈱瀬崎組 60,000    

5 ㈱ミヤケン 53,976  数値的判断基準未満につき失格 

※ 入札（開札）結果の金額は、消費税及び地方消費税の額を除いた金額です。 
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